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インタ ーンシップI • II

はじめに

レポ ー ト

私は平成 27 年外務省本省インターンシップの中で、 7 月 27 日から 31 日までの 5 日間と、

8 月 17 日から 21 日までの 5 日間の、計 10 日間、 南部アジア部南西アジア課においてイン

ターンシップをすることが出来た。 本レポー トでは、 この外務省でのインターンシップに

ついて説明するものであるが、 構成としては、 以下の通りである。 ①インターンシップに

参加した動機、 ②インターン先である外務省アジア大洋州局南部アジア部南西アジア課に

ついての説明、 ③インターンシップにて従事した業務内容、 ④インターンシップで私が得

たものと、 その経験を今後、 如何に活かしていくかについて。

インタ ーンシップに参加した動機について

今回、 私がインターンに応募した理由は、 次の3つである。 まず1つ目は自分が将来国

家公務員を志望しており、 それ故にどのような環境で働くことになるのかをインターンを

通して知りたいと考えたこと。2つ目は自分が公共政策大学院で学んで、いることが如何にし

て実務に役に立つのかということを実習や担当職員の方とのコミュニケーションを通して

確認したいと考えたこと。 3つ目は国際経済秩序の動揺期における日本の国際競争力の維

持という自分の研究が、 ただの机上の空論にならず、 現実性のあるものにしたいと思った

こと。 以上の 3 つの理由から今回、 私はインターンシップへの参加を決めた。

将来の就職先の労働環境の見学という 1 つ目の理由についてであるが、 私が外務省を将

来の就職先として考えるようになった
－

契機は学部 2 年生から 3 年生の時にした 1 年間のド

イツ連邦共和国ボン大学への留学がある。 私は小学校 5 年生から中学 3 年生までの 5 年間

にもドイツ連邦共和国デュッセルドルフに住んでいたが、 幼少期に住んで、いた頃と比べて

も、 日本のプレゼ
、

ンスの低下を強く感じざるを得なかった。 そうした経験もあって、 将来

は日本の国際プレゼンスの向上に貢献できる仕事に就きたいと考えるようになり、 とりわ

け日本政府という立場から、 日本の国際プレゼンスの向上に貢献できる、 国家公務員を志

望するようになった。 とりわけ日本の対外・国際関係を包括的に管轄している外務省は、

自分の中では非常に志望度の高い就職先である。 そうしたことから、 私はこのインターン

シップを通して、 外務省で働くということに関する自分のイメ ージを明確にしようとした。

2つ目、 3つ目の自分の大学院での研究との関係性についてで、あるが、 自分は公共政策

大学院において国際政治経済学という観点からアジア太平洋地域について分析し、 日本が

経済大国としての地位を維持する為に如何なる経済外交を展開するべきかを明らかにしよ


















